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古東京湾のバリアｰ島

増田富士雄1)

結論

およそ12～13万年前の下末吉期の関東地方には

古東京湾と呼注れる内湾が広カミっていた.この古東

京湾の湾口に,現在の日本列島ではほとんどみられ

ないバリアｰ島と浮ばれる細長い島が,水戸から鹿

島,さらに房総半島へと長さ約120kmにおよび連

なっており,古東京湾は大きな内陸海(ラグｰン)で

あった.

バリアｰ島の姿

写真1は,アメリカ合衆国ノｰスカロライナ州

にあるバリアｰ島(Barrieris1ands)と鼎まれる島の

風景である.バリアｰ島は陸と海の問にあって,岸

に平行な細長い島で,まるで海から陸地を守ってい

るようにみえるので,その名がある.アメリカ合衆

国の大西洋沿岸とメキシコ湾沿岸の長さ4300km

の海岸線にそっては,295ものバリアｰ島がみられ

る(第1図1).バリアｰ島は,アメリカ合衆国だけ

でなく,ヨｰロッパの北海沿岸をはじめ世界各地で

ごく普通にみられる地形である(第1図2).

バリアｰ島の外洋側は絶えず波や沿岸流にあらわ

れ,そこには長く続く砂浜が発達し,島には灌木や

低い砂丘がみられる.バリアｰ島と陸地との間には

ラグｰン(潟)と呼ばれる浅く波静かな湾がひろがっ

ている(第2図).バリアｰ島とバリアｰ島との間

は,外洋とラグｰンとを連絡する水路にたってい

る.この水路は潮流口と呼ばれる.潮流口では,上

げ潮や下げ潮のたびにそこを通して外洋とラグｰン

の問で海水が交換されるので,潮流が発生する.外

洋側で沿岸流によって運ばれてきた砂はこの潮流口

からラグｰン側にもたらされ,そこで水中に三角州

状の地形をつくる.反対に,下げ潮時にはラグｰン

写真1

バリアｰ島のようす.アメリカ合衆国ノｰスカロ

ライナ州ルックアウト岬付近のコナ･バンクス.

左側が大西洋で,右側がラグｰンのバムリコ湾.

(第1図･第8図参照).1:バリアｰ島には砂浜

が連続し,低い砂丘がみられる.ラグｰン側には

植生が発達する塩水湿地が発達する.Sackett

(1983).2:潮流口のドラムインレット.ラグｰ

ン側(右側)によく発達した上げ潮潮汐三角州が,

外洋側に小さな下げ潮潮汐三角州が認められる.

潮流口の流路幅は2～3kmもある.Heron㎜d

Mos1ow(ユ985).

から外洋側に砂が運ばれ,そこにも三角州状の地形

ができる.これらが潮汐三角州(Tida1de1ta,写真

1の2)である.また,バリアｰ島のラグｰン側に

は,水生植物が繁茂する塩水湿地や,干潮時に離水

する潮汐低地がみられる.
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1:アメリカ合衆国のバリアｰ島の分布.大西洋

からメキシコ湾沿岸の長さ4,300kmの海岸線に

は,295ものバリアｰ島が存在する.Leather-

man(1988)より作成.2:世界のバリアｰ島とラ

グｰンの分布.図中の太線部､アミ部分は1の

地域･Hayes(1979)から作成.

ウォッシュオｰバｰ

上げ潮潮汐三角州･､`砂丘

潮汐低地㍗ノ津.一､^岬海浜

塩水湿地､微.一隻､劉

､､…狐萎を婦潮瀬

二¶髪窮蟹

バリア､ま1外字.三彩一村潮潮汐三角州

第2図バリアｰ島システム.バリアｰ島には海浜や砂

丘がある1バリアｰ島と本土との間のラグｰン

の岸近くに塩水湿地や潮汐低地があり,外洋と

ラグｰンとをつたぐ流路である潮流口の両端に

は潮汐三角州ができている.Reinson(1984).

フロリダ半島のバリアｰ島については,垣見

(1990)が地質ニュｰス433号に紹介している.バリ

アｰ島のようすたどがよくわかるので,是非参照さ

れたい.また,バリアｰに関する地形や堆積作用に

ついては,斎藤(1987)がわかりやすい.

潮汐三角州堆積物

茨城県南東部から千葉県北部の鹿島灘～九十九里

浜沿岸の常総台地をつくる,下総層群の木下層(ま

たは成田層)と呼ばれる地層の調査から,かってそ

こにバリアｰ島が存在していたことがわかってき

た.その根拠はバリアｰ島を特徴づける潮汐三角州

の堆積物がみられる(Mur荻｡shiandMasuda,1991;

岡崎･増田,1992)からである.

(1)茨城県玉造町の潮汐三角州堆積物

[地層区分と堆積物の特徴コ

潮汐三角州堆積物の例として,茨城県行方郡玉造

町下の他でみられる地層を取り上げ,その特徴を述

べる.この地域の木下層は4部属(下部層･中部層

･上部層･最上部層)に区分できる(第3図).

下部層は厚さ3mほどの砂粘土互層である.砂

層の厚さは10cm以下で,厚さ数｡m以下の粘土層

と互層する.砂層には,潮流やスIドｰム流でつくら

れたと考えられる流れリップル葉理がみられる(写

真2).'全体に生物擾乱が認められる.砂層の厚さ

は,西方にむかって薄くなり,玉造町西都の霞ケ浦

沿岸では,粘土層に数Cmごとに数mm以下の砂

層が挟まれるほどで,さらr西方の出島台地や稲敷

台地では厚い泥層となる.

中部層は厚さ6～7mの砂層である.砂層全体

で,下位から上位へと,極細粒砂層から猛粒砂層へ

と粗粒化している.この砂層には,約8度で西に

傾斜した大規模なフォｰセット構造(写真3)がみら

れる.フォｰセット構造の内部は,高さ数10cm以

下の平板型斜交層理の積み重たりからなる(写真

4).また,海生の貝化石や生痕化宕が含まれる.

貝化石は中部層の上部に多い･全体に生物による擾.

乱が認められる(写真5)が,下部ほど擾乱の程度が

著しい｡さらに,洪水流の浮遊土砂に由来すると考

えられる1cm以下の薄い泥層を挟むことがある.

下部ほど含まれる泥分は多く,下部層の砂粘土互層

に漸移する.

上部層は厚さ4～5mの分級の良い中粒～粗粒砂

層で,トラフ型合平板型の斜交層理や平行葉理が発

達する(写真6).斜交層理のフォｰセット葉理には

堆積が休止あるいは侵食した面(再活動面)が認めら

れる.一部で大規模に変形したコソボルニト構造が

みられる.
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第3図潮汐三角州堆積物からなる地層の模式柱状図.茨城県玉造町下の池.写真

3はこの露頭のようすを示す.位置は第4図参照.

写真2リップル葉理をもった細粒砂層とそれを覆う薄い

粘土層の互層.潮流やストｰム流でつくられる特

徴的た構造がみられる.上げ潮潮汐三角州の底置

面の堆積物である.スケｰルは約15cm.層準は

第3図に示す.茨城県行方郡玉造町下の池.

�

最上部層

上部層

＼

写真3大規模に便斜したフォｰセット構造をもった砂層.

2はそのスケッチ.上げ潮潮汐三角州の前置面の

堆積物で,フォｰセット構造は前進した前置斜面

の痕跡である.玉造町下の池.

＼中部層

.二{三二二

下部履
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写真4小型の平板型斜交層理の積み重なりからなる中粒

砂層.生物擾乱が認められる.潮汐三角州の前置

面上部の堆積物である.写真の横幅が約50cm.

層準は第3図に示す.玉造町下の池.

写真5生物擾乱が著しい細粒砂層吉平板型斜交層理がわ

ずかに残っている｡潮汐三角州の前置面下都の堆

積物である.鎌の長さは約30cm.層準は第3図

に示す.玉造町下の池.

最上部は厚さ約1mの泥層である.薄い砂層を

挟んだり,砂質シルト層になっているところもあ

る.これには植物の根痕がみられる.

[堆積環境の推定]

堆積環境を,上で示した地層の特徴から推定して

みる一下部層の砂粘土互層は,底棲生物が活動する

泥底に,移動しやすい細粒砂が運ばれ,それカミリツ

ブルをつくるほどの比較的弱い潮流やストｰム流で

動いてできたものである.砂は東から供給され,砂

が供給されない西方域では泥底が広がっていた.中

部層の砂層が示す環境は次のようたものである.水

深約7mの海中に約8｡で西に傾いた斜面があり,

そこでは時六砂カミ違び込まれ,やや大型で峰が直線

的なリップノレがつくられていた.斜面上部には比較

1992年10月号

写真6平板型斜交層理や平行葉理をもった粗粒～中粒砂

層･斜交層理には再活動面がみられる.潮汐三角

州面のデュｰソや海浜などの堆積物からなる.ス

ケｰルは約20cm.層準は第3図に示す.玉造町

下の池.

的粗い砂が,下部には細かい砂が分布していた.斜

面の下部ほど,小さい流れのエネノレギｰでも移動す

る細粒砂や極細粒砂が集まっていった.斜面の上部

ほど砂の流入頻度が多く,下都ほど底棲生物の活動

が盛んであった.このような大規模なフォｰセット

構造をつくる斜面は,三角州の前面のような場であ

る.上部層の砂層は,潮流による大型のベッドフォ

ｰムであるデュｰソ(サンドウエｰブ)や,砂鉄質の

平行葉理が発達Lた海浜の堆積物(増田･横川,

1988a,b)や強い流れによる平滑床の堆積物たどが

みられる.上部層の一部に,大観模に変形した堆積

物がみられる.その堆積物の変形が弱い部分でみる

と生物擾乱の痕がなく,大量の物質がいっきに堆積

したことを示すフォｰセット面での引きずり構造な

どがあるので,大きな打ち上げ波により急激に堆積

したウォッシュオｰバｰ(Washover)の堆積物(第.

2図参照)を含んでいると考えられる(Murakoshi

andMasuda,1991).最上部め泥層は植物が繁る泥

湿地の堆積物である､

上都層に潮汐堆積物や海浜堆積物が豊富に認めら

れることや,河川堆積物がみいだされたいこと,さ

らに,この地域に東から流れ込む河川は地理的位置

(第4図)からも期待できたいことなどから,これ

らの地層は,河川でつくられた三角州ではなく,潮

汐三角州の堆積物であることを強く示している.下

部層の砂粘土互層は潮汐三角州の底置面の堆積物

で,これに連続して西方に広く分布する泥層はラグ�
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一ソ底の堆積物である.中部層の厚い砂層は潮汐三

角州の前置面の堆積物で,上部層の砂層は潮汐三角

州の頂置面や潮流口あるいはその周辺の海浜や砂曙

(さL)の堆積物,さらに最上部層の泥層は潮汐低地

や塩水湿地の堆積物にあたる.すなわち,この地域

の地層の大部分は,バリアｰ島とバリアｰ島の間に

できた上げ潮潮汐三角州(第2図)が前進してつく

られたものといえる.

(2)各地の潮汐三角州堆積物

現在までに潮汐三角州堆積物は,ここで述べた茨

城県玉造町地域以外にも,茨城県牛堀町,千葉県小

見川町,千葉県印西町,千葉県東金市酒蔵などでも

発見されている(岡崎･増田,1989).特に,千葉

県多古町から成田市を通り印西町にかけては,潮流

口の跡と考えられる細長い埋積谷がみつかり

(Nakazatoeta1.,1989),その埋積物にも潮汐堆積

物が知られている(中山･増田,1988;Masudaet

a1.,1989)こと,その北西の端がMasudaand

Okazaki(1983),0kazakiandMasuda(1989)の木

下地域の三角州に連続することから,これも河川に

よる三角州ではなく,潮汐三角州であったと考えて

いる(増田,1988;岡崎･増田,1992).ここの場合

も,玉造町のもの同様にラグｰン側にできた上げ潮

潮汐三角州ということにたる.この地域の潮汐三角

州については後で再び述べる.

古東京湾の潮差が2m弱(増田･横川,1988a,b:

増田ほか,1988)で,後で述べるバリアｰ島の長さ

とラグｰン(古東京湾)の大きさ(第8図)を考える

と,海水の交換に必要な潮流口の数は,現在の東京

湾の位置にも存在した水道のほかにも1～2箇所が

考えられる.これまでにみいだされている潮汐三角

州は,あるものは同時に,またあるものは異なった

時期に発生し,活動し,消滅したものであろう.

バ■!ア丁島の位置

(1)海浜堆積物と海の方向

バリアｰ島がどこに位置していたかを,この地域

の木下層上部の海浜堆積物から推定してみる.木下

層の海浜堆積物は常総台地の上部にあって,岩相が

特異なので識別し易い(増田･岡崎,1985).それ

は分級の良い細粒～中粒砂からたり,粗粒砂や細礫

層を挟んでいる.その中で特に,前浜と呼ばれ,普

段,寄せ波や返し波に洗われる地帯の堆積物は,砂

鉄質の平行葉理が発達し,特徴的たヒメスナホリム

シの生痕化石(菊地,1972)を産する(増田･横川,

1988a,b).現在の海浜で観察すると,前浜の平行

葉理は前浜表面に平行に形成されることがわかる

(写真7).前浜表面は数度で緩く海側に傾いている

のセ,堆積時の平行葉理は海側に傾いてつくられ

る.そこで,木下層のようだ水平た地層の場合には

前浜堆積物(写真8)の傾斜方向を求めれほ,それが

当時の前浜表面の傾きの方向,すたわち,``海の方

向''どたり,それと直交する方向がほほ``海岸線の

伸びの方向''となる(増田･岡崎,1983;増田･横

ノH,1988a,b).

(2)離水軸

この方法をもちいて,木下層(下末吉期の堆積物)

の海浜堆積物から求めた海の方向は,第4図のよ

うにたる(増田･中里,1988).その方向は,太平

洋側では東に,内陸側では西にむいていて,海の方

向が正反対になっている.ここで,海の方向が東を

示す地域と西を示す地域との境界を線で示すことが

できる.茨城県南部では､霞ヶ浦東岸の行方台地の

西部に北北西一南南東に,千葉県北部では,小見川

写真7海浜(前浜)の断面.平行葉理が発達した砂鉄質の

砂層が特徴.平行葉理は前浜面に平行に形成され

る.下部の細礫層は波が強い時期の堆積物.スケ

ｰルは約23cm.茨城県鹿島郡大野村売野海岸.

地質ニュｰス458号�
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写真8木下層の砂鉄質の平行やくさび状の葉理が発達し

た砂層.海浜堆積物で,上部は後浜,中部と下部

は前浜の堆積物である.手前に傾斜した平行葉理

から,当時の海は手前にあったことがわかる.露

頭の高さは約4m.玉造町小座山.

から多古町にかけてと,八街から長柄にかけての北

東一南西に,.その線を引くことができる(第4図)･

その線で示された細長い地帯を境に,海の方向が反

対になっていることは,下末吉期のある時期に,こ

の細長い地帯が島として存在したことがあり,その

後,海岸カミ束と面とにそれぞれ前進していったこと

を示している.増田･中里(1988)は,この線で示

された地帯を,r離水軸』と呼んだ.この離水軸で

表わされる細長い地帯こそ,ある時期のバリアｰ島

にほかたらない一また,すでに述べた茨城県玉造町

の潮汐三角州は,この離水軸のすく“西方にできた上

げ潮潮汐三角州である(第4図).

離水軸の地域にバリアｰ島が存在したことで,次

のような事が説明できる.ラグｰン底の環境を示す

砂泥互層や泥層は,離水軸より西側の霞ヶ浦周辺の

地域に連続して広く分布するカミ,離水軸より東側の

外洋側にあたる北浦周辺や鹿島灘沿岸の地域では,

分布していない一事だ,離水軸の東側は,礫層を含

んだ粗粒な砂層を主体とする波浪の影響の強い外洋

環境での堆積物が,一豊富にみられる.

離水軸

バリアｰ島の成立

(1)バリアｰ島の発達と移動

アメリカ合衆国のバリアｰ島の研究(Mos1owand

Heron,1979;亘eroneta1.,1984)から,現在のバリ

アｰ島は後氷期の海面上昇にともなって次第に陸側

1992年ユ0月号

第4図

古東京湾の離水軌離水軸は,木下層の海浜堆

積物から推定した海の方向(矢印)で決めること

ができる.この離水軸は海進期に存在したバリ

アｰ島の最後の位置を示す.印旛･成田･多古

付近のアミ部は潮汐三角州や潮流口の堆積物の

分布域.増田･中里(1988),岡崎･増田(1989)

より作成.

に移動したものであることがわかっている(第5図1

Heroneta1.,1984).また,現在,バリアｰ島が発一

達するのは,最終氷期以降,現在が最も海面が高い

地域であることが多い.すたわち,バリアｰ島は海

進期に特徴的た堆積システムといえる(Swifteta1.,

1991).さらに,主にヨｰロッパ沿岸の研究から,

潮差が2m以下の比較的潮差の小さい地域でバリ

アｰ島が発達することも知られている(亘ayeS,

1975).バリアｰ島がよく発達するアメリカ合衆国

の大西洋やメキシコ湾の沿岸の潮差は,この条件に

あっている.これらに加えて,堆積物の供給量が多

いことや海底勾配が緩やかなことも発達の条件とさ

れている.�
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第5図

森林帯

バリアｰ島'

移動するバリアｰ島

外洋

バリアｰ島の形成と移動(Do1anandLins,1987).1:約1万8000年前,海面が現在より100m近くも低か

った時期には,現在の陸棚上は広く森林でおおわれ,海岸沿いに砂丘や浜堤の砂の高まりがつらなってい

た.2:氷床が解けると海面が上昇し始め,海岸の砂の高まりの切れ目から背後の低い部分に海水が侵入し

て,そこが潟どたり,これまでの砂の高まりが島々とたってつらなりバリアｰ島が誕生した｡3:波の作用

と徐々に上昇する海面は,外洋側の海浜付近の砂を潟側に堆積することによって,バリアｰ島をしだいに

陸側へ移動さ笹てきた.バリアｰ島は現在も陸側に移動Lている･

古東京湾の場合,すでに述べたように潮差は2

mほどであったので,バリアｰ島が発達する条件

にあたる.木下層の堆積時の海面上昇は,およそ

14～12.5万年前の下末吉海進(第6図)に求めるこ

とができる.この時期に潮汐三角州をともたったバ

リアｰ島が,古東京湾に存在したのである.

(2)海進期の潮汐三角州

潮汐三角州の堆積物が海進時に形成されたこと

は,千葉県成田市付近の地層で知ることができる(第

7図).離水軸に直交し,西北西一東南東に伸びた

細長い谷地形がこの地域にあることは,すでに述べ

た.その谷の中や北西部の谷の出口から西方に,潮

汐三角州の堆積物が分布している(第4図).潮汐

三角州の堆積物の主体は,玉造町のそれと同じで,

三角州の前置斜面を反映した,高さ数mで,数度

の便斜をもったフォｰセット構造をもった砂層であ

る(写真9).有名な“木下貝化石帯''と呼ばれる内

湾の貝化石群集を豊富に含む砂層がこれである.潮

間

δ180海面

(%｡)

十

05,015万年前

第6図最近17万年間の海面変動.深海底コア中の有孔虫化石の酸素同位体比変動(Imbrieeta1.,1984)による.こ

れは相対的た海面変動を示す.古東京湾のバリアｰ島は約14万～12.5万年前の下末吉海進期(黒塗り部分)

に発達した.

地質ニュｰス458号�
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玲帖

東京軽石層(TP)一一ムムムム△ムムムムムムムム血

常総(粘土層)

舳…/川∵二∵酬層

砂囑..｡三}･ク＼.べ''･'.

姥書篶ぐ､∵9〃下等

写真9

無色スコリア佃010画

�

潮汐三角州堆積物からなる地層､千葉県白井町平塚,真木ノ内.1:露頭写真.2:三谷ほか(1982)による露

頭スケッチ.1の写真はこのスケッチの右側半分にあたる､成田層は木下層に同じ.常総粘土層は塩水湿

地,粘土質砂層は三角州頂置面,砂層は三角州前置面,泥質砂層は三角州底置面の堆積物である.貝化石を

含んだ砂層に左にゆるく傾いたフォｰセット構造カミ認められる.

汐三角州の堆積物の下位には,河川や河口あるいは

潟の堆積物が発達している.重要なことは,成田市

付近でみられる潮汐三角州の堆積物の上位は,海退

相を示す堆積物が重なっている(0kazaki,1992)こ

とである(写真10).その地層は細粒～極細粒砂層

を挟んだシルト層で,砂層には,おそらく水深数

mの海底で,嵐のときの大波や流れによってつく

られたハンモック状斜交層理が発達する.そして,

その上位は次第に浅い環境の堆積物に変わってゆ

く.そこでは,トラフ型斜交層理の発達した上部外

浜の砂質堆積物の上に,ヒメスナホリムシの生痕化

石をもった砂鉄質の平行葉理を特徴とする海浜堆積

1992年10月号

物,そして一番上に,生痕や根痕をもった塩水湿地

の泥層が重なる.この海退を示す地層は,潮流口と

考えられる谷の中にたけ分布し,バリアｰの上には

広カミっていないようである.

また,潮汐三角州堆積物の最上部から上位の海浜

堆積物までの間の地層の厚さは,およそ4mであ

る1潮汐三角州堆積物のすぐ上の堆積物が堆積した

深さは数mと推定されるので,この上位の堆積物

は潮流口の深さ程度の深みに堆積したものといえ

る.したがって,海面上昇にともなって発達してき

た潮汐三角州は海面上昇が停止したか,あるいは低

下したためにその一部が離水し,潮流1]がその機能�
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写真10貝化石を含んだ潮汐三角州堆積物と,毛の上位

に重たる外浜堆積物の泥層や砂層.矢印はその

境界部で,その付近が海が最も広がった層準に

あたる.千葉県成田市不動岡.露頭の高さは約

10m.柱状図は第7図に示す.

を果たせなくなって,その後そこにのこった深みが

埋立てられたとしてこの地層を説明することができ

る.すなわち,潮汐三角州堆積物の最上部付近が,

最も海面が広がった時期を示すことになる(第7

図).潮汐三角州の堆積物の下位にはより浅い環境

の堆積物があるので,潮汐堆積物が最高海面期まで

の海進期に堆積したことで説明できる.

最近報告されたこの地域の潮汐三角州堆積物に含

まれる貝化石のESR年代(Nakazatoet.a1.,1992)

では,下末吉海進の最高海面期(約12.5万年前)より

古い15万～13万年前の値が多く,これらが海進時

の堆積物であることを示している.

この多古町から成田市さらに印旛へと伸びた細長

い潮流口と大きく発達した上げ潮潮汐三角州(第4

図)は,この潮流口が下末吉海進の初期から比較的

長い時間存在していたことを示している.また,玉

造町の潮汐堆積物の場合も上位に海面が上昇した痕

跡をみいだすことができないうえ,この場合は,上

げ潮潮汐三角州が離水軸のすぐ近くにあり,その規

模も小さいことから,最高海面期に短い時間活動し

たものと考えられる.海面が低下すると,外洋側は

急激に離水して,海浜が前進し,波浪が卓越した海

浜～外浜の堆積物からなる地層が形成されていった

と思われる.

このように,潮汐三角州をともたった古東京湾の

バリアｰ島は,下末吉海進の海面上昇期(第6図参

照)に発達したのである.下末吉期に存在したバリ

アｰ島が現在の日本列島にほとんどみられないの

は,氷河性ハイドロアイソスタシｰによって海面変

動のパタｰ!に地域や時期の違いがあるからと考え

られる.すでに述べたようにバリアｰ島がよく発達

するアメリカ合衆国の大西洋やメキシコ湾沿岸で

は,現在の海面が最も高い地域で,海進がおこって

いる地域である.この地域は,最終氷期に北米大陸

北部に広がった巨大なロｰレンタイド氷床の周辺に

あたる.氷床が発達した時期には氷床地域は氷床の

重さで沈降し,その周辺地域は逆に隆起した.その

後,急激に氷床が消え去っていった1万年前以降

は,荷重が小さくたった氷床地域はアイソスタシｰ

を保つように隆起し,その周辺地域は反対に沈降し

ている.したがって,この沈降している地域は,現

在も海進の傾向にある.一方,こうした氷床の消長

による地殻変動を直接にうげない日本列島付近で

は,およそ6000年前からすでに海面が低下する海

退期に入っており(第6図),バリアｰ島が発達し

て維持できる状態にない.日本付近では,約6000

年前までは発達していたバリアｰ島が,その後現在

までに陸側のラグｰンの埋積で消滅してきている.

そうしたバリアｰの痕;跡は,現在,サロマ湖だと北

海道のオホｰツク海沿岸で良くみることができる.

12～13万年前の下末吉海進期の古東京湾に存在

したバリアｰ島の観模は,かなりのものである.そ

のバリアｰ島の総延長は約120kmにすぎたいが,

ラグｰン(古東京湾)の広さは,アメリカ合衆国最大

のノｰスカロライナ州にあるパムリコ湾に匹敵する

ほどであった(第8図).

(3)外洋に開口した古東京湾(?)

下末吉期の古東京湾は,鹿島灘と九十九里浜に広

く開口した湾であったとされている(成田研究グノレ

地質ニュｰス458号�
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第7図千葉県印旛･成田･多古地域の木下層の堆積環

境･潮汐三角州堆積物の上面付近を海が最も広

がった層準として認定できる.潮汐三角州をも

ったバリアｰ島は海準期に発達したのである.

一プ,1962).そのイメｰジを鈷けば,第9図の1

のようであったろう.一方,これまでに述べてきた

ように,下末吉海進期のある時期に,第9図の2

のように,水戸から銚子そして房総半島へとバリア

ｰ島が存在していた.バリアｰ島は海面が上昇する

につれて,陸側に移動してきたのだから,バリアｰ

島が存在していた時期には外洋に広く開口Lた古東

京湾は存在しなかったといえる.また,それ以前に

は海面が低かったのだから,離水軸の地帯ではむし

ろ陸が広がっていたはずである.

バリアｰ島が海進にともなって外洋側から移動し

てきたことは,その移動した痕跡と考えられる平坦

た侵食面が,外洋側にあたる離水軸から東側の地層

中に明瞭に残されている(MurakoshiandMasuda,

1992;0kazaki,1992)ことからも示される.この平

坦な面は,外浜における波浪による侵食面と考えら

れ,ラヴィｰソメソト面(Ravinementsurface:

Swift,1968;Nummeda1andSwift,1987)と呼ばれ

る.ラヴィｰソメソト面のすぐ上には細礫などの粗

粒堆積物が残留しているのが特徴である.

すでに述べたように,潮汐三角州堆積物は海進期

の堆積物であり,その上面付近が最高海面期と考え

1992年10月号

第8図バムリコ湾と古東京湾のバリアｰ島の比較(同一

スケｰル)11:世界最大のラグｰンとバリアｰ

島カミ発達するノｰスカ回ライナ州のバムリコ湾

地域(Bames,1980).位置は第1図のハッテラ

ス岬を参照.2:黒帯がバリアｰ島.古地理につ

いては渡部ほか(1987)を一部修正.

られるので,その後さらに海面が上昇してバリアｰ

が海面下に溺れたことはたいと考えている.もし,

バリアｰ島が沈水したら,沿岸流や波浪による侵食

がおこり,地層にその痕跡が明瞭に残るに違いな

い.玉造町や成田市付近の地層の例ばかりでなく,

鹿島灘や九十九里浜沿岸の常総台地の木下層には,

そのような痕跡が今のところみつかっていない.し

たがって,第9図の1のような``外洋に広く開口

した古東京湾は存在しなかったのではないか'',と

現在のところ考えている.離水軸で示されるバリア

ｰ島(第9図2)は,海が最も広がった最高海面期の

姿であったのではないだろうか.
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第9図

古東京湾とバリアｰ島のイメｰジ.

アｰ島.鳥目敢図は国土地理院原図･

1:下末吉期の古東京湾.

2:海進期に出現したバリ

文献

�浥�剉����������杯潮献��物摧敕��偲��

��潮�〶�

Doユan,R.andLins,H.(1987):変化するバリアｰ島と海浜.サイ

エンス,192,28-38(増田富士雄訳),日経サイエンス社｡

且ayes,Ml.0.(1975):Mlorpho1o鮒｡fsandaccumulation伽estu-

���慮楮�潤�瑩潮瑯��祭灯�畭�湃��測����

���楮���㈬���楣偲������㌭㈲�

Hayes,M.O.(1979):Barrierislandmorpho1o鮒asafmctionof

tida1andwaveregime.伽Leatherman,S.P.ed.:Ban=ierIs-

��献���楣偲�������㈸�

Heron,S.D.,Mos1ow,T.F.,Bere1son,W.M.,･Herbert,J.R.,Stee1e

����慮�畳�測�刮����漱����業��瑩潮

潦慷慶�摯浩����物敲楳��獨�敬楮������琬

NoれhCaro11ina.MarineGeo1.60,413-434.

H㎝on,S.D.andMos1ow,T.F.(1985):Evo1utionofbarrieris1and

sedimenta町seqwuences:CapeLookout,No㎡hCarolina.Soc.

地質ニュｰス458号�



古東京湾のバリアｰ島

一27一

�潮�������牡�匱��整��㈮

�桲���������牴楮�測���捉��攬��楸���

Mor1ey,J.J､,Pisias,N.G.,Pre11,W.L.,andShac蛆eton,N.J.

��������������楳瑯捥��業慴�卵灰��

fromarevisedchrono1ogyofthemarineδ180record.伽Ber聖

敲������献��慮歯癩瑣���業慴��牴��

剥��偵戮��㈶�㌰�

垣見俊弘(1990):フロリダのバリアｰ島と沼沢性海岸巡検記.地

質ニュｰス,433,14-25.

菊地隆男(1972):成田層産白斑状化石生痕とその古地理学的意義.

地質雑,78,137-1左4.

Leatherman,S.P.(1988):Barrieris1andhandbook.Coasta1Pu1〕.

���慢�慴����慳���敲捨���潦�特�����

増田富士雄(1988):ダイナミック地層学一古東京湾域の堆積相解

析から.応用地質,29,312-321.

増田富士雄･中山尚美･池原研(1988):茨城県行方郡北浦村内

宿の更新統にみられる9日間の潮流によって形成された斜交

層理.筑波の環境研究,11,91-105.

Masuda,F.,Nakaya㎜a,N.,Yokokawa,M.andMurakoshi,N.

���������潦摩畭�楮����楮���楳瑯捥�

����歹���湮�数�����獣����味畫畢愬

��㈭��

増田富士雄･中里裕臣(1988):堆積相からみた鹿島一房総隆起帯

の運動像.月刊地球,10,616-623.

Masuda,F.andOkazaki,H.(1983):Twot㎜esofprogradingde1-

�楣���捥�癥��摩���������������

Bay,Ann.Rep.,Inst.Geosci.,Univ.Tsukuba,9,56-60｡

増田富士雄･岡崎浩子(1983):筑波台地およびその周辺台地の第

四系中にみられる方向を示す構造.筑波の環境研究,7,99-

��

増田富士雄･岡崎浩子(1985):筑波･稲敷台地の第四系中の沿岸

砂州堆積物による古水深の推定.筑波の環境研究,9,42-55･

増田富士雄･横川美和(1988a):筑波台地の更新統の海浜堆積物.

筑波の環境研究,11,113-122.

増田富士雄･横川美和(1988b):地層の海浜堆積物から読み取れ

るもの.月刊地球,10,523-530.

三谷豊･伊藤彰秀･黒川彰･渋谷正通･南渡鑑四郎(1982):

手賀沼南岸地域.54イ4.前田四郎(監修)続千葉県地学ガイ

ド,地学のガイドシリｰズ,14,コロナ社,290p.

����吮�慮�敲潮������兵慴��祥癯�瑩潮潦

CoreBanks,No舳Caro1ina:CapeLookouttoNewD㎜1n-

1et.伽Lea血eman,S.P.ed.:BarrierIs1ands:FromtheGu1fof

St.LawrencetotheGu1fofMexico.Acade㎜icPress,New

�����㌶�

Murakoshi,N.andMasuda,F.(1991)=Adepositiona1㎜ode1fora

且｡od-tida1deltaandwashoversandsinthe1ateP1eistocene

Pa1eo-TokyoBay,Japan.伽Smith,D.G.eta1.,eds.:C1astic

tida1sedimento1o馴.CanadianSoc.Petro1.Geo1ogists,Mem.

����㈶�

��慫������獵���������楮攬�牲�爭楳��瑯

strandp1ainsequenceandre1atedravinements皿facedeve-

����楮����楮�牧�捩�楮��������礬

Japan.伽Donog㎞e,J.F.eta1.,eds.:QuatemaryCoastalEvo-

�瑩潮��業�琮�漱�印散��略�楮��猩�

中山尚美･増田富士雄(1988):潮汐堆積物中にみられるストｰム

イベント.月刊地球,10,488-493.

�歡穡瑯��卡瑯����慳畤愬����������慮

duコユedepositsoftheP1eistoceneShimosaGroupinCh五ba,

Japan､伽Taira,A.andMasuda,F.eds｡:SedimentaryFacies

intheActiveP1ateMlargin,TERRAPUB,To㎏o,131-141.

Nakazato,H.,Shimokawa,K.andImai,N.(1992):ESRdati皿gfor

���楳瑯捥�獨�����慮摶�略潦慮��摯��灰��

兵･di･ti･…dI･･t･p･･(i･p･…).

成田研究グルｰプ(1962):下末吉海侵と古東京湾.地球科学,

60･61,8-15.

NummedaI,D.andSwi乱,DJ.P.(1987):Transgressive

�牡瑩杲慰�慴���捥�浤楮杭��潭楴���浥�楮�

cip1esderivedfromHo1oceneandCretaceousexamp1es.伽

Num㎜eda1,D.,Pi1key,O.H,andHoward,J･D･eds･:Sea-1eve1

��瑩潮慴楯���慳��癯�瑩潮����渮��潮�

��牡�印散�畢���㈴�㈶�

Okazaki,H.(1992):Sequencestratiga二raphyoftheShimosa

Group.伽Makino,Y.and1M1asudaF.eds｡:AP1io-P1eistocene

Fore･arcBasinFi11intheBosoPeninsula,CentralJapan.Chap-

���爲���摔物�畩���������楮�潴�

岡崎浩子･増田富士雄(1989):古東京湾の流系.堆積研報,31,

㈵�㈮

岡崎浩子･増田富士雄(1992):古東京湾地域の堆積システム.地

質雑,98,235-258,

��慫��慮�慳畤愬��������慮�楲��潯瑤���

inthe1ateP1eistocenePalaeo-TokyoBay.伽Whate1ey,

������捫敲楮本�吮�献����卩����慰��

�����献�漱���潮摯測印散�畢�㌵�㈹�㌸�

剥楮�測�������物敲�猱慮��慳�捩慴��牡���楮

systems.伽Wa1keらR.G.ed.:FaciesModp1s.2nded｡,119-

����捩�慮��数�敲�猱����������

斎藤文紀(1987):海水準変動に支配された海成沖積層の形成モデ

ル.月刊地球,99,533-541.

卡捫整琬刮��㌩�摧�晴����浥���潯歳�����

Sw五ft,D.J.P.(1968):Coasta1erogionandtransgressive

stratigraphy.J.Geo1･,69,77-91･

Sw並t,D.J.P.,Phi11ips,S.andThorne,JA｡(1991):Sedimentation

oncontinenta1margins,Iy:lithofaciesanddepositiona1sys一一

tems.伽Sw批,D.J.P.eta1.,eds.:She1fSandandSandstone

�摩����偵�������業�琮������

渡部景隆･増田富士雄･桂雄三･岡崎浩子(1987):関東地方の

自然環境の移り変わり1),2).地学教育,186,1-12;188,79-

��

����������牲�物猱慮�楮��慴��楳瑯�

捥�����歹���

<受付:1992年6月26目>

1992年10月号�


